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２
０
２
１
春
闘
方
針
（
案
）
を
論
議
！ 

全
国
一
般
大
阪
第
３
回
執
行
委
員
会 

 

全
国
一
般
大
阪
第
３
回
執
行
委
員
会
は
12
月
19
日
、

全
国
一
般
大
阪
事
務
所
で
開
催
、
全
国
一
般
大
阪
2021

春

闘
討
論
集
会
・
臨
時
大
会
に
む
け
て
2021

春
闘
方
針
草
案

な
ど
で
論
議
を
深
め
た
。 

 

全
国
一
般
評
議
会
2021

春
闘
討
論
集
会
が
12
月
13

日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
で
開
催
、
討
論
集

会
で
は
2021

春
闘
方
針
草
案
が
議
論
さ
れ
、
賃
上
げ
要
求

１
万
3500

円
以
上
を
基
本
と
す
る
方
針
提
案
と
組
織
・
争

議
報
告
な
ど
で
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ
た
。
全
国
一
般

評
議
会
方
針
案
で
連
合
は
、
８
連
続
で
賃
上
げ
・
ベ
ア

２
％
程
度
を
基
準
ま
た
は
定
昇
込
み
４
％
程
度
を
決
定

し
た
。
さ
ら
に
、
連
合
中
小
共
闘
は
、
１
万
500
円
（
4500

円
＋
6000

円
）
以
上
を
要
求
基
準
と
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
連
合
や
全
国
一
般
評
議
会
の
議
論
を
経
て
全
国
一
般

大
阪
と
し
て
、
2021

春
闘
で
は
、
大
手
と
中
小
の
格
差
縮

小
・
是
正
な
ど
生
活
向
上
な
ど
を
考
慮
す
る
と
１
万
3500

円
以
上
の
要
求
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
連
合
大
手
産

別
で
は
自
動
車
や
電
機
な
ど
で
一
律
賃
上
げ
の
見
直
し

と
要
求
・
回
答
の
不
開
示
な
ど
の
問
題
も
あ
る
。
一
方

で
景
気
動
向
は
、
円
高
・
株
価
高
、
原
材
料
高
の
な
か

で
大
手
企
業
を
中
心
に
し
て
好
調
な
企
業
業
績
を
拡
大

さ
せ
、
内
部
留
保
（
2019

年
度
475
兆
円
超
・
前
年
比
2.6
％

増
）
と
す
る
一
方
で
、
中
小
企
業
で
は
厳
し
い
経
営
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
で
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、

日
本
経
団
連
は
８
年
ぶ
り
に
方
針
転
換
し
、
2021

春
闘
に

つ
い
て
は
「
賃
上
げ
は
難
し
い
が
自
社
の
事
情
を
考
慮

し
た
賃
金
決
定
」
と
し
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
な
か
で
全
国
一
般
大
阪
は
、（
１
）、
2021 

春
闘
方
針
草
案
は
①
賃
金
体
系
・
制
度
の
改
善
と
し
て
、

労
働
者
間
の
競
争
を
生
み
出
す
能
力
・
業
績
・
成
果
主

義
賃
金
の
導
入
に
反
対
し
、
「
団
結
で
き
る
賃
金
」
「
安

定
し
た
賃
金
制
度
」
の
確
立
を
め
ざ
し
て
「
月
給
制
」

へ
の
改
善
と
「
定
期
昇
給
制
度
」
の
確
立
に
む
け
と
り

く
む
。
ま
た
「
出
来
高
・
歩
合
給
」
は
「
固
定
給
」
へ

の
改
善
を
は
か
る
と
り
く
み
を
す
す
め
る
。
②
平
均
賃

金
引
き
上
げ
要
求
基
準
で
は
、
全
国
一
般
評
議
会
の
考

え
方
を
ふ
ま
え
、
全
国
一
般
大
阪
の
賃
金
実
態
を
も
と

に
実
質
賃
金
の
維
持
・
向
上
と
格
差
縮
小
・
是
正
を
は

か
る
要
求
と
し
て
、
定
昇
相
当
分
（
年
令
１
才
・
勤
続

１
年
当
り
の
定
期
昇
給
相
当
額
4500

円
）
と
、
生
向
上
分
、

格
差
是
正
分
（
9000

円
以
上
）
を
加
え
て
、
次
の
通
り
要 

求
基
準
を
設
定
す
る
。 

平
均
賃
上
げ
要
求 

１
３
、
５
０
０
円
以
上 

「
賃
上
げ
要
求
根
拠
」 

①
定
期
昇
給
相
当
分 

 
 

４
、
５
０
０
円 

 

②
生
活
向
上
（
物
価
上
昇
） 

７
、
２
０
０
円 

③
格
差
是
正
分 

 
 
 
 
 

１
、
８
０
０
円 

 

④
パ
ー
ト
（
時
間
給
）
労
働
者
の
賃
上
げ 

  

平
均
賃
上
げ
要
求 

１
３
、
５
０
０
円
以
上 

「
賃
上
げ
要
求
根
拠
」 

① 

定
期
昇
給
相
当
分 

 
 

４
、
５
０
０
円 

 

②
生
活
向
上
（
物
価
上
昇
） 

７
、
２
０
０
円 

③
格
差
是
正
分 

 
 
 
 
 

１
、
８
０
０
円 

 

④
パ
ー
ト
（
時
間
給
）
労
働
者
の
賃
上
げ 

 
 
 

時
給
50
円
以
上 

 

絶
対
額
1100

円
以
上 

（
２
）
夏
季
一
時
金
の
要
求
基
準 

 
 
 

基
準
内
賃
金
の
３
ヵ
月
（
年
間 

６
ヵ
月
） 

（
３
）
組
織
強
化
拡
大
と
争
議
組
合
支
援 

そ
の
た
め
2021

春
闘
方
針
に
つ
い
て
は
、
１
月
30
日
に

開
催
の
2021

春
闘
討
論
集
会
・
臨
時
大
会
の
中
で
、
代
議

員
な
ど
多
く
の
仲
間
の
参
加
で
活
発
な
論
議
を
行
い
、

春
闘
方
針
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
く
。 

地
裁
・
労
働
委
員
会
闘
争
に
支
援
・
連
帯
、

争
議
組
合
の
決
着
に
向
け
前
進
を
図
ろ
う 

 

 

全
国
一
般
大
阪
で
は
、
多
く
の
組
合
・
支
部
が
法
廷

闘
争
、
職
場
闘
争
に
奮
闘
し
て
い
る
。 

㋐
サ
ン
プ
ラ
ザ
労
組
は
、
12
号
事
件
（
パ
ー
ト
の
契
約

更
新
問
題
）
と
39
号
事
件
（
60
歳
継
続
問
題
）
で
は
、

12
号
は
命
令
不
履
行
で
大
阪
地
裁
審
理
中
、
39
号
は
労

働
債
権
で
交
渉
中
。
㋑
内
藤
証
券
労
組
は
不
当
労
働
行

為
救
済
申
立
（
2020

・
７
・
２
）
、
パ
ワ
ハ
ラ
損
賠
事
件

（
2020

・
12
・
14
）
の
両
事
件
は
和
解
決
着
し
た
。
不

払
い
残
業
代
請
求
事
件
（
2019

・
２
提
訴
）
の
和
解
が
継

続
さ
れ
る
な
ど
粘
り
強
い
と
り
く
み
を
展
開
し
て
い

る
。
㋒
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
①
マ
テ
ロ
ッ
ク
ス
支
部
解

雇
撤
回
弁
論
継
続
、
救
済
申
立
（
命
令
待
ち
）、
②
シ
ー

ク
ス
支
部
懲
戒
解
雇
労
働
審
判
・
完
全
勝
利
（
本
訴
弁

論
）
。
ま
た
、
③
ホ
ロ
ニ
ク
ス
支
部
（
医
誠
会
病
院
）
地

位
確
認
と
医
誠
会
病
院
に
よ
る
ビ
ラ
巻
き
禁
止
仮
処
分

事
件
、
④
Ｅ
Ｑ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
支
部
解
雇
労
働
審
判
な
ど
が
継

続
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
各
組
合
・
支
部
の
地
裁
・
労
働
委
員
会
や 

職
場
で
粘
り
強
く
闘
う
仲
間
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
引 

き
続
き
要
請
し
た
い
。 

全
国
一
般
大
阪
・
組
織
化
、
組
織
強
化 

 

拡
大
の
と
り
く
み
を
通
年
的
に
実
施
！ 

組
織
強
化
・
拡
大
の
と
り
く
み
は
、
多
く
の
産
別
・ 

非
正
規
組
織
化
、
全
国
一
般
評
議
会
は
毎
年
５
％
の

組
織
化
実
現
、
全
国
一
般
大
阪
は
毎
年
１
名
が
１
組
合

員
、
単
組
が
３
年
に
１
組
合
の
組
織
化
方
針
を
と
り
く

ん
で
き
た
。
全
国
一
般
大
阪
は
こ
の
１
年
間
に
、
200
件

(

前
年
増)

の
労
働
相
談
に
対
応
し
、
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ

か
各
支
部
な
ど
17
組
合
・
25
名
の
組
織
化
・
組
合
員
化

を
実
現
、
引
き
続
き
、
と
り
く
み
を
強
化
し
よ
う
。 

に
よ
る
と
、
1994

年
に
新
聞
報
道
が
な
さ
れ
て
以
後
、
朝

鮮
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
か
ら
の
証
言
が
得

ら
れ
な
く
な
っ
た
《
滋
賀
県
に
お
け
る
朝
鮮
人
強
制
動

員
の
記
録
⑸─

関
連
文
献
資
料
の
調
査
よ
り─

抜

粋
》・
・
・
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ビ
デ
オ
の
中
で
は
、

朝
鮮
人
労
働
者
は
強
制
労
働
を
強
い
ら
れ
、
劣
悪
な
環

境
に
お
か
れ
て
お
り
、
土
倉
鉱
山
か
ら
逃
げ
出
す
朝
鮮

人
労
働
が
異
様
に
多
か
っ
た
と
い
う
話
で
、
現
在
で
は
、

土
倉
鉱
山
で
働
い
て
い
た
朝
鮮
人
労
働
者
の
子
孫
が
、

今
、
現
在
で
も
滋
賀
県
内
に
て
差
別
を
う
け
て
い
る
と

い
う
、
と
て
も
切
な
く
悲
し
い
ビ
デ
オ
で
し
た
。
た
だ
、

私
た
ち
は
切
な
く
悲
し
い
で
済
ま
す
の
で
は
な
く
、
こ

う
い
っ
た
現
状
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
人
種
差
別
等

が
な
く
な
る
日
本
国
社
会
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
声
を

あ
げ
て
い
か
な
く
て
は
と
思
う
護
憲
大
会
で
し
た
。 

全
国
一
般
評
議
会
2021

春
闘
討
論
集
会 

標
記
の
春
闘
討
論
集
会
が
12
月
13
日
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

を
中
心
に
70
名
の
仲
間
の
参
加
で
開
催
（
10
時
～
17

時
）、
冒
頭
、
福
島
議
長
は
「
米
国
の
大
統
領
選
の
混
迷

と
菅
政
権
の
体
た
ら
く
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

学
術
会
議
問
題
）
を
指
摘
、
一
方
、
2021

春
闘
で
経
団
連

は
、
賃
上
げ
困
難
と
の
姿
勢
、
連
合
は
４
％
（
ベ
ア
、

定
昇
）
と
し
て
い
る
が
、
足
並
み
の
乱
れ
も
あ
る
。
全

国
一
般
評
議
会
は
１
万
3500

円
で
闘
う
、
法
改
正
（
長
時

間
労
働
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
）
へ
の
と
り
く
み
、
組

織
強
化
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
、
公
共
民
間
評
議
会
と
の

連
携
強
化
を
進
め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。 

 

連
帯
あ
い
さ
つ
で
は
、
自
治
労
公
共
民
間
評
議
会
・

橋
本
議
長
が
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
公
民
評
の
と
り
く
み
と

全
国
一
般
評
議
会
と
の
連
携
強
化
、
自
治
労
本
部
・
高

橋
副
委
員
長
が
組
織
強
化
と
2021

春
闘
に
向
け
各
組
合
・

組
合
員
の
団
結
を
さ
ら
に
強
化
し
、
と
り
く
も
う
と
激

励
し
た
。
次
い
で
、
全
国
一
般
評
議
会
・
亀
﨑
事
務
局

長
が
賃
上
げ
１
万
3500

円
を
含
む
2021

春
闘
方
針
案
と
賃
金

実
態
調
査
・
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要
に
つ
い
て

提
起
し
た
。
組
織
強
化
拡
大
で
は
兵
庫
地
方
労
組
（
２

組
合
115
名
）、
徳
島
地
方
労
組
（
４
組
合
119
名
）
の
組

織
化
報
告
が
さ
れ
た
。
争
議
報
告
で
は
石
川
・
門
前
サ

ン
ケ
ン
支
部
工
場
閉
鎖
闘
争
報
告
が
な
さ
れ
た
。 

質
疑
討
論
で
は
、
大
阪
（
道
脇
、
藤
原
代
議
員
）
な
ど

９
名
の
仲
間
が
組
織
拡
大
、
春
闘
、
連
合
方
針
な
ど
に

つ
い
て
発
言
、
本
部
答
弁
が
な
さ
れ
た
。 

 

講
演
会
で
は
、『
労
働
契
約
法
20
条
最
高
裁
判
決
の

評
価
と
労
使
へ
の
影
響
』
に
つ
い
て
日
本
労
働
弁
護

団
・
棗
（
な
つ
め
）
一
郎
弁
護
士
が
提
起
し
た
。
ハ
マ

キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
、
長
澤
運
輸
事
件
と
三
事
件
判
決
（
大

阪
医
科
薬
科
大
、
メ
ト
ロ
コ
ー
マ
、
日
本
郵
便
）
の
問

題
と
課
題
を
指
摘
し
た
。
特
に
判
決
で
は
、
諸
手
当
は

認
め
る
も
の
の
、
一
時
金
や
退
職
金
は
認
め
な
い
と
の

判
決
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
課
題
と
し
た
。 

最
後
に
福
島
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
終
了
し
た
。 

   
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

  

第
57

回
護
憲
大
会
in
滋
賀
へ
参
加 

 

標
記
の
護
憲
大
会
が
11
月
７
～
８
日
、
び
わ
湖
大
ホ

ー
ル
で
全
国
の
仲
間
と
全
国
一
般
大
阪
か
ら
３
名
の
加

で
開
催
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
人
数
制
限
が
あ
っ
た
が
、
大

会
は
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
初
日
は
主
催
者
挨
拶

の
後
、
特
別
報
告
で
は
「
敵
基
地
攻
撃
論
と
日
米
軍
事
同

盟
強
化
」
で
前
田
哲
男
・
軍
事
評
論
家
な
ど
４
名
は
政
府

が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
敵
基
地
攻
撃
論
の
危
険
性
を

指
摘
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
日
本
の
人
権
状
況
」
を
テ
ー
マ
に
５
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
が
提
起
、
う
ち
４
名
は
女
性
（
弁
護
士
２
名
、
県
立
大

准
教
授
、
看
護
士
）
で
コ
ロ
ナ
禍
の
①
外
国
人
（
学
校
）

の
人
権
、
②
職
場
の
人
権
、
③
女
性
の
人
権
、
④
人
権
と

緊
急
事
態
条
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
鋭
い
指

摘
が
な
さ
れ
た
。
な
お
改
正
特
措
法
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」

と
憲
法
「
改
正
」
の
「
緊
急
事
態
条
項
」
導
入
は
全
く
「
別

も
の
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。 

 

二
日
目
の
「
憲
法
課
題
を
め
ぐ
る
・
各
地
か
ら
の
と
り

く
み
報
告
」
が
さ
れ
た
。
11
月
８
日
、
全
国
一
般
大
阪
・

青
年
部
部
長
の
村
山
さ
ん
（
Ｓ
Ｙ
Ｃ
労
組
）
と
私
、
藤
原

で
滋
賀
び
わ
湖
ホ
ー
ル
に
向
け
て
Go
！
お
話
好
き
の
藤

原
に
１
時
間
付
き
合
っ
て
い
た
だ
き
近
畿
道
・
名
神
・
大

津
イ
ン
タ
ー
を
降
り
８
時
過
ぎ
に
び
わ
湖
ホ
ー
ル
に
到

着
！
少
し
時
間
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
車
を
出
し
て
頂

い
て
お
疲
れ
の
ま
ま
護
憲
大
会
に
参
加
す
る
の
は
申
し

訳
な
い
の
で
、
コ
ー
ヒ
ー
で
疲
れ
を
癒
し
『
い
ざ
！
護
憲

大
会
へ
』。
今
回
の
護
憲
大
会
は
、
分
科
会
方
式
で
は
な

く
、
沖
縄
問
題
か
ら
こ
の
日
本
国
内
で
起
こ
っ
て
い
る
人

種
差
別
問
題
を
ビ
デ
オ
で
報
告
し
て
い
く
と
い
う
方
式

で
し
た
。
こ
の
中
で
、
村
山
さ
ん
と
私
が
特
に
目
に
留
ま

っ
た
事
案
を
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
私
た
ち
が
一
番

気
に
な
っ
た
事
案
は
、
こ
の
日
本
国
内
で
、
今
、
こ
の
瞬

間
も
起
こ
っ
て
い
る
差
別
問
題
で
す
。
滋
賀
県
に
は
『
土

倉
鉱
山
跡
』
と
い
う
も
の
が
存
在
し
ま
す
。・
・
・
・
・《
こ

こ
か
ら
抜
粋
》
1979

年
、『
毎
日
新
聞
』
連
載
の
「
聞
き
書

き
湖
国
私
史
」
で
、「
土
倉
で
は
百
人
ほ
ど
朝
鮮
か
ら
の

労
働
者
が
働
い
て
お
り
、
戦
争
が
終
わ
る
と
ヤ
マ
を
お
り

て
い
っ
た
そ
う
で
す
」
と
証
言
し
て
い
る
。
ま
た
1994

年

５
月
に
行
わ
れ
た
「
滋
賀
県
の
在
日
朝
鮮
人
の
歴
史
を
残

す
会
」
の
現
地
調
査
で
、
元
職
員
が
「
戦
前
は
、
大
勢
の

朝
鮮
人
が
働
い
て
い
た
」「
朝
鮮
人
は
、
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
日
本
全
国
か
ら
来
た
日
本
人
の
作
業
員
ら
と
同

じ
寮
に
住
ん
で
い
た
」「
ほ
と
ん
ど
の
朝
鮮
人
作
業
員
は
、

敗
戦
と
と
も
に
、
移
動
し
て
い
っ
た
」
な
ど
と
証
言 

し
た
。
一
方
、
朝
鮮
人
労
働
者
に
つ
い
て
、「
そ
う
い
う

人
た
ち
の
姿
を
私
は
見
た
こ
と
も
な
い
し
、
そ
う
い
う
話

も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
と
語
っ
た
と
い
う
。「
滋
賀
県 

の
在
日
朝
鮮
人
の
歴
史
を
残
す
会
」
の
清
水
義
昭
代
表 

 

の
在
日
朝
鮮
人
の
歴
史
を
残
す
会
」
の
清
水
義
昭
代
表
に

よ
る
と
、1994

年
に
新
聞
報
道
が
な
さ
れ
て
以
後
、
朝
鮮

人
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
か
ら
の
証
言
が
得
ら
れ
な

く
な
っ
た
《
滋
賀
県
に
お
け
る
朝
鮮
人
強
制
動
員
の
記
録
⑸

─

関
連
文
献
資
料
の
調
査
よ
り─

 

抜
粋
》・
・
・
・
・
・
・

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ビ
デ
オ
の
中
で
は
、
朝
鮮
人
労
働
者

は
強
制
労
働
を
強
い
ら
れ
、
劣
悪
な
環
境
に
お
か
れ
て
お

り
、
土
倉
鉱
山
か
ら
逃
げ
出
す
朝
鮮
人
労
働
が
異
様
に
お
お

か
っ
た
と
い
う
話
で
、
現
在
で
は
、
土
倉
鉱
山
で
働
い
て
い

た
朝
鮮
人
労
働
者
の
子
孫
が
、
今
、
現
在
で
も
滋
賀
県
内
に

て
差
別
を
う
け
て
い
る
と
い
う
、
と
て
も
切
な
く
悲
し
い
ビ

デ
オ
で
し
た
。
た
だ
、
私
た
ち
は
切
な
く
悲
し
い
で
済
ま
す

の
で
は
な
く
、
こ
う
い
っ
た
現
状
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

人
種
差
別
等
が
な
く
な
る
日
本
国
社
会
を
作
っ
て
い
け
る

よ
う
声
を
あ
げ
て
い
か
な
く
て
は
と
思
う
護
憲
大
会
で
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
国
一
般
大
阪
地
方
労
働
組
合 

２
０
２
１
春
闘
討
論
集
会
・
臨
時
大
会 

日 

時
：
２
０
２
１
年
１
月
３
０
日
（
土
）
13
時
半 

場 

所
：
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
（
天
満
橋
） 


